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(Received Feb. 8， 1992) 
This paper aims to clarify the planning and politics of the ear1y City Beautiful Move-
ment by adducing four cities as instances: Kansas City， wherc successfuI parks and 
boulevards were achieved by the City Beautiful rnovement: Harrisburg， where the busi-
ness elite pushed forward a City Beautiful prograrn cornbining aesthetics and aesthetics 
and utilitarian elements， and developed the politics of bond issue campaign to realizc 
its program: Seattle， where John C. Olmsted designed and advised on the planning of 
a traditional park and boulevard system which has prevailed in thc early City BeautifuI 
era; and Denver， where a boss politician sensitive to civic needs produced magnificent 
City Beautiful improvements. 
1 .はじめに
前稿1)では都市美運動 (CityBeautiful Movement) と1893年シカゴ万博との関係を検討し、都
市美運動の起源とその美学・イデオロギー上の意義について論じた。本稿では都市美運動の初期
の具体例を取り挙げ、その計画実現面のための戦略的側面に重点、を置いて検討を試みている。そ
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図-1. George Kesslerによる
Kansas Ci ty Plan (1893年)
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図-2. Kansas City 
( 1909年)
の公園・ブルバードシステムの発展



























市グループによる様々な都市改善計画が提案された。 1902年4月、 rHarrisuburg TelegraphJ紙
は都市の諸問題に総合的に取り組むことの必要性を指摘し、公園やシティーホールの建設、街路



























































恥1ean % of 
Number House Citywide 
of % of Value Total 
Vote Favorable 
Ward Houses Vote ($) Number For Against Vote (%) 
747 7.8 930.50 ¥.0 615 527 53.9 
845 8.8 1.754.36 28 5.7 714 214 76.9 
513 92 848 
4 858 8.9 3.722.74 186 37.8 761 161 82.5 
5 959 10.0 2，240.56 78 15.9 571 338 62.8 
6 2，570 26.7 1，653.20 74 15.0 1，102 1.094 50.2 
1，327 13.8 1.339・43 16 3.3 721 624 53.6 
846 8.8 1，363.16 ¥.6 940 187 83.4 
1，165 12.1 1，717.82 42 8.5 1，196 321 78.8 
10 294 3.1 3，270.51 55 1¥.2 216 220 49.5 









































は、ワシントン湖 (LakeWashington)の西岸に沿って北のワシントン・パーク (WashingtonPa 
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建築家協会 (AIA)のワシントン州憲章は都市芸術と都市計画の推進を誕い、 rpost-Intelligen 










































スペアー (RobertW. Speer、)であり、 1904年の市長就任以前から1918年に他界するまでの間に、
デンバーの都市美改善に貢献した。しかし、スペアーの活動には下地がすでに用意されていた。
何人かの有力な市民たちがすでに19世紀末から公園システムの拡張や他の都市美改善を推進して




とになった。とりわけ婦人による活動が主流を占め、デンバー市民連盟 (CivicFederation of 
Denver)やデンバー婦人クラブ (Women'sClub of Denver)が創設された。最も活動的であった










いようにとの配慮からであった。 1901年にはジェームス・スマイレー (JamesSmiley)が rHist 





































Ri ver)には堤防が築かれ、その両側に沿って車道が建設されるであろう。 J33) 
帰国後、スペアーはヨーロッパで得た考えを実現するために、フレデリック・オルムステツド



























































6) 向上 p.109 
7) 向上 p.109 






で、 50年後の1850年の人口もわずか7，834人にすぎなかった。しかし、 1850年以降急増し、 1860年
に13，405人、 1890年には約4万人に達した。その後1920年には75.917人に達したが、その後は人
口の急増はストップした。

























dが GreenLakeに隣接されて建設された他、ワシントン湖の UnionBayの南に WashingtonP 
ark 、LakeUnionと商業地区の眺望がきく VolunteerPark、都心の真北に PennyPark、Queen









21) 参考文献ー1， p.161 
22) 向上 ， p.166 
23) 向上 ， p.167 
24) 1870年の人口は4，579人であり、その前の10年間にはほとんど増加していない。 70年代に西
部の都市化現象が生じ、 648.7%という増加率を示し、 35，629人に達した。 1890年前に10万人に達













28) 参考文献-1， p，'179 
29) 計画は主として3つの骨子からなる。第一に、チェリー・クリーク (CherryCleek)ブルバ





30) 参考文献ーし p.180 
31) チースマンはスペアーの演説を聞いた後すぐに他界してしまっている。したがって、 10万ド
ルを寄付したのは実際には彼の未亡人と娘である。
32) 参考文献ー1， p.181 
33) 向上 ， p.184 
34) 向上 ， p.187 
参考文献
1 -William H. Wilson: The City Beautiful Movement， The Johns Hopkins Univ.， 1989 
2- William H. Wilson: THE RISING OF MODERN AMERICA， The ideorogy， aesthetics， and 
politics of the City Beautiful Movement， Mansell London， 1980 
3一 長谷川洋、玉置伸信 r都市美運動の起源と意義一アメリカ都市美運動に関する研究(1)
一」、福井大学工学部研究報告39-2、pp.17ト188，1991年9月
